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あらまし：本稿では、社会福祉士養成教育における相談援助実習と相談援助実習指導を実務的、教育的観

点からの課題を提示し、その課題解決に向けた ICT を活用した支援システムに求められる機能と、それ

によって期待できる効果について検討を行い、どのような支援システムを設計すれば良いかを提案する。 
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1. はじめに 

筆者らは、これまでに社会福祉士養成教育におけ

る模擬面接教材(1)で、ICT 活用とその効果について

研究を進めてきた。本研究では、これまで取り組ん

できた ICT 活用の範囲を拡張し、より福祉現場に近

い実習指導上の様々な課題の解決を図ることを目指

したテーマに取り組む。その端緒として、まずは相

談援助実習指導上における課題を洗い出し、システ

ムの設計方針、システム開発で得られる効果を示し

た上で、社会福祉現場での実習（指定科目名：「相談

援助実習」）及び実習指導（指定科目名：「相談援助

実習指導」）（以下、「実習・実習指導」と記す）を支

援するシステムを提案する。 

 

2. 社会福祉士養成教育における相談援助実習

及び相談援助実習指導の特質 

社会福祉現場における相談援助職であり、ジェネ

ラリスト的存在である社会福祉士を養成する教育カ

リキュラムでは、実習・実習指導と演習を中心的な

位置づけとしている。その実際は、詳細にわたって

厚生労働省が規定をしており、法制度に基づいた教

育内容が求められている。実習・実習指導を担当す

る教員研修で使用され、教育上の標準的な教科書で

ある一般社団法人日本社会福祉士養成校協会（2015）

によれば、実習・実習指導の科目の特質として、①

実習先施設・機関等への依頼が必要、②実習には多

くの場合、養成校内の複数教職員がかかわる、③実

習生は二重の指導体制のもとに置かれる、の以上 3

点を挙げている(2)。 

 

3. 実習・実習指導における実務的及び教育的

課題 

これら 3 点の特質を踏まえ、実際の実習・実習指

導の展開における学生、実習先、養成校の関係とは

緊密な連携の下に教育が展開されることが特徴であ

る。具体的には図１のような関係性の中で情報が受

け渡される。 

 

 
図 1 実習生、実習先、養成校の関係 

 

このような関係の基に行われる実習・実習指導に

は、基本的に手作業により連絡・相談、書類作成な

どが行われている。しかし限られた人的資源の下、

多くの情報を実務担当者（大抵は実習助手、助教等）

が主観的・経験的に操作しながら業務を遂行してい

るのが現状である。 

このような実習・実習指導における実務的及び教

育的課題としては表 1 に示したように、①実習実務

に関する情報の管理、②施設情報・学生情報・教員

情報を踏まえた実習配属のマッチング、③実習依頼

業務、④限られた人的資源での業務遂行、⑤実習巡

回業務とそれに付随する事務、⑥記録・課題指導、

⑦相談・トラブル対応、と言った 7 つを挙げること

ができる。 

 例えば、①と②の実習実務で扱われる情報は非常

に多岐にわたり、その管理は紙やエクセルで管理さ

れていることが多い。また③の実習依頼業務ではワ

ープロソフトに手入力で書類を作成し、結果的に最

新の情報が反映されていなかったり、記載事項に誤

記があったりというミスが発生することがある。ま
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た⑥の実習日誌は毎日作成・提出するが、実習指導

者と教員がバラバラに指導していることがある。⑦

のトラブルは実習につきものであるが、巡回を担当

する教員が抱え込んで独りで対応するだけで、その

結果についても共有・蓄積されることが少ない。 

これまでに、このような課題を ICT で解決するに

至らなかった背景には、①実習実務を担当する教員

がシステムやパソコン操作に詳しいとは限らない、

②周囲にシステムエンジニアが存在する環境にない

（特に専門学校）、といったことがある。 

 

4. 実習指導支援システムの提案 

先に述べた実習・実習指導における実務的、教育

的課題は、ICT を活用することで多くが解決するの

ではないかと考えられる。独自のサーバーを中心に、

学生、実習指導者、そして養成校がネットワークを

介して情報を伝達しあい、その結果、連携して実習

をスムースに実施できるシステムを用意することで

ある。その設計方針は、実務的課題と教育的課題は

不可分な関係で、パソコン操作に詳しくないような

教員でも、実務的、教育的課題を解決できるような

機能性を持たせることであり、そのシステムに求め

られる機能は表１に示した通りである。 

これにより、パソコン操作に詳しくない教員であ

っても、効率的に実務を進めていくことが可能とな

り、教員としての本来業務である学生と向き合う時

間をより確保することができる。さらに、巡回指導

記録等もオンライン上で提出することが可能となれ

ば、事務手続きの効率化だけではなく、確実な記録

保全が可能となる。このようなシステムは、養成校

として必ず受けることになる監督官庁からの監査指

導や、監督官庁へ毎年提出する指定項目の報告、さ

らには制度改正に伴う実務変更についても、確実に

対応できることが期待できる。 

 

5. おわりに 

相談援助実習における実習記録（日誌）や支援計

画作成などの課題は、未だ手書きが中心である。特

に福祉現場における ICT に対する距離感から、実習

指導に ICT を活用することに対して、施設によって

はかなりの抵抗があると思われる。そのため、導入

できる可能性の高い機能からシステムを構築し、試

行段階へと進めていきたいと考えている。 
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表 1 実習・実習指導における課題・ニーズ、システム機能、期待できる効果 
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